
省資源・省エネルギー・リサイクル活動等の「エコオフィスづくり」を
推進し、環境負荷の低減に努めます。

環境に関連する法規制、および滋賀銀行ならびにグループが同意す
るその他の要求事項を順守します。

省資源・省エネルギー活動

滋賀銀行　環境方針
～クリーンバンク「しがぎん」をめざして～

滋賀銀行は、「未来からの預かりもの」である琵琶湖を擁する滋賀県の地元銀行として、
「環境金融」の更なる充実により、持続可能な社会づくりに貢献するとの使命を再認識し、

「お金の流れで地球環境を守る」との気概で、
「地球温暖化防止」ならびに「生物多様性保全」に向けた取り組みの実現に努めてまいります。

当行は、省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」と、
本業を通じた「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」を２本柱として、
取り組み内容を充実・進化させてまいりました。
平成22年3月、ＩＳＯ14001の認証取得より11年目を迎えるにあたり、
さらなる「環境マネジメントシステム」のスパイラルアップを図るため、
より現在の活動に即した内容の「環境方針」に改定いたしました。

環境法規制の順守
　平成21年度においても、環境に関する法令違反、ならび
に環境に関する事故はございませんでした。

環境関連法規等の順守

この環境方針を役職員および当行のために働く全ての人に周知
し、広く内外に公開します。 

環境方針の公開

環境対応型金融商品・サービスの開発・推進ならびに情報提供を通して、
琵琶湖をはじめとする地球環境保全への取り組みを、地域と連携して行います。

全員参加と啓発
役職員一人ひとりが環境問題に関する認識を深め、地域社会の環境
保全活動を推進するために、積極的な啓発活動に取り組みます。

金融サービスを通じた環境保全

当行は 省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」と

ＩＳＯ１４００１の取り組み
環境マネジメントシステムの考え方

　当部は紙資源の削減において朝礼や終礼時、会議等で
使用状況を発表し、各人が必要なコピーなのかを考え、両面
印刷を推奨しています。また適時ゴミの分別チェックも実施し
ています。
　このような取り組みの中から、「こうしたら環境負荷の低減に
つながるのではないか」といった前向きな意見も出るようになりま
した。今後も支店全体で環境保全への意識を持ってISOに取り
組んでまいります。

本店営業部　武笠 純子 
ISO実施責任者の声

環境目的・目標に
新たに「ＲＯＣ」を設定

　平成22年度より、環境マネジメントシステムに、「ＲＯＣ
（Return on Carbon＝炭素利益率）」を環境目的・目
標として組み入れました。
　「ＲＯＣ」とは、企業の営業利益とＣＯ2排出量との関連を示
す指標で、「どれだけ少ないＣＯ2排出量で、効率的に多くの
利益を得るか」を数値化したものです。平成22年度は、ＲＯＣ
指数2,500以上にチャレンジします。

平成22年4月改定

関連項目はＷＥＢをcheck
●平成21年度 環境活動の目標と実績

NEW

間接的な取り組み
環境保全に取り組ま
れるお客さまをサポート
する「環境対応型金
融商品・サービスの開
発、提供」

直接的な取り組み
省資源・省エネルギー・
リサイクル活動等の「エ
コオフィスづくり」

エコオフィスづくり
努力して環境影響を
0に近づける。

環境対応型金融商品・
サービスの提供
0から出発し、取り組めば
取り組むほど環境にプラ
スの影響を与える。
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平成11年に
宣言！

①省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」
②「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」による
　地域への環境保全活動への働きかけ
③倫理観の強い行員づくり
④透明度の高い情報開示

クリーンバンクしがぎん
～「クリーン」に込めた4つの思い～

環境影響


